


５３ ・３月号１２〕桂報広

　
　
三
月
定
例
会

　
　
　
　
開
催
さ
れ
る

　
西
桂
町
議
会
は
、
三
月
十
日
に
、

三
月
定
例
全
を
開
催
致
Ｌ
ま
Ｌ
た
。

　
会
期
は
、
三
十
日
ま
で
の
一
一
十
一

目
間
で
す
由

　
第
一
日
目
＾
三
月
十
日
）
は
議
案
を

上
程
し
、
捷
案
理
由
の
説
明
が
あ
り

そ
れ
ぞ
れ
審
議
を
行
い
採
決
さ
れ
ま

し
た
。
個
し
新
年
度
予
算
＾
三
件
〕
は

第
二
日
目
ま
で
、
慎
重
審
議
の
た
め

継
統
審
議
と
致
し
ま
し
た
自

　
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
定
例
全
に

つ
い
て
は
、
五
十
三
年
二
月
十
四
日

に
閉
会
致
し
ま
Ｌ
た
。

　
各
議
案
は
、
十
二
月
二
十
六
日
の

第
二
日
目
に
一
議
案
を
残
Ｌ
て
可
決

し
、
町
民
優
先
の
行
政
施
策
に
努
力

致
し
て
お
リ
ま
す
。

　
二
月
十
四
日
＾
最
終
日
〕
に
次
の

と
お
り
改
選
が
あ
ｏ
ま
し
た
坦

　
●
＾
・
ｍ
竈
＾
改
螂

議長 ・金井広

各
常
任
委
貝
会

　
儲
鴉
委
口

　
長
・
石
田
　
光

　
　
　
新
田
敬
一

　
社
会
委
■

　
長
・
渡
辺
規
矩

　
　
　
滝
□
　
旭

　
○
股
曇
■

　
長
・
前
田
憲
俊

　
　
　
梶
原
重
造

　
　
　
金
井
　
広

　
商
工
曇
口

　
長
・
郷
田
昌
司

　
　
　
勝
俣
隆
幸

Ｕ
庸

－
番
渡
辺
規
矩

２
〃
古
屋
雄
一

３
・
高
尾
利
秋

４
〃
金
井
　
広

５
〃
小
林
博

６
〃
梶
原
重
造

７
・
石
田
　
光

呂
〃
菅
谷
久
夫

副
・
川
村
慶
蔵

副
・
菅
谷
久
夫

　
　
宮
下
吉
徳

副

小
林
博

新
田
欣
兵

古
屋
雄
一

副
・
高
尾
利
秋

９
番
富
下
吉
徳

１
０
〃
前
田
憲
俊

ｕ
〃
新
田
欣
兵

蜆
〃
郷
田
昌
司

肥
・
滝
口
　
旭

Ｈ
〃
川
村
慶
蔵

１
５
〃
新
田
敬
一

１
６
・
勝
俣
隆
幸副議長 ・古屋雄一

一
－
の
応
股
は
年
金
柵
立
合
－
元
｝
竈
を
曼
け
て
ｏ
股
Ｌ
た
も
の
で
す
ｏ

Ｙ
Ｌ

◎
会
館

一
脱
人
福
靖
ン
タ
削
一

　
待
望
の
西
桂
町
Ｙ
Ｌ
０
全
館
が
保

育
所
の
下
の
敷
地
に
立
派
に
完
成
し

ま
し
た
。

　
ヤ
ン
グ
・
レ
デ
ィ
・
オ
ー
ル
ド
｝
－

全
町
民
の
福
祉
一
杜
会
教
育
・
コ
ミ

ュ
一
一
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
あ
り
、
有

効
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
西
桂
町
の

福
祉
の
増
遣
、
文
化
の
向
上
に
役
立

つ
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　
附
帯
工
事
（
遊
場
・
庭
園
・
舗
装
一

等
の
た
め
も
あ
り
開
館
は
四
月
下
旬

の
予
定
で
す
。
又
利
用
規
程
等
決
定

次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
由

鉄
筋
コ
ン
ク
ー
－
－
卜
造
二
階
建

　
　
　
　
　
延
一
二
五
二
、
二
一
一
一
耐

一
階
　
　
大
四
八
、
五
一
耐

○
管
理
部
門

　
事
務
室
・
管
理
人
室

○
老
人
福
祉
セ
ン
干
（
カ
ー
ペ
ッ
ト
敷
〕

　
面
接
室
＾
相
談
等
〕
、
廊
下
、
健

　
康
相
談
室
、
図
書
室
、
手
洗
（
和

　
洋
式
各
：
浴
室
（
大
小
浴
室
、

　
超
音
波
温
泉
機
、
循
環
炉
過
、
給

　
揚
ポ
イ
ラ
ー
付
の
大
き
な
立
派
な

完
成

〃
●　●

浴
室
で
す
。
一

　
機
能
回
復
訓
練
室
（
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
機
、
軽
運
動
器
具
等
を
備
え
た
部

屋
で
す
。
一

　
葉
会
室
＾
畳
四
八
帖
敷
、
放
送
設

　
備
付
ス
テ
ー
ジ
、
入
溶
後
の
休
憩
、

　
歌
や
お
ど
リ
で
お
楽
し
み
く
だ
さ

　
娯
楽
室
＾
畳
二
四
帖
敷
、
テ
レ
ビ

　
囲
碁
、
将
棋
等
の
お
楽
し
み
〕

…
…
集
会
、
娯
楽
室
と
一
体
で
七
一
一

　
　
帖
敷
利
用
が
で
き
ま
す
・
－

○
共
用
部
分

　
玄
関
、
ホ
ー
ル
＾
豪
華
な
タ
イ
ル

　
壁
、
大
理
石
タ
イ
ル
床
）

　
車
い
す
便
所
、
階
段
室
、
機
械
室

＝
階
＾
Ｐ
タ
イ
ル
…
土
足
）

　
　
　
五
七
呈
、
七
一
一
而

○
児
童
館

　
遊
戯
室
（
ピ
ン
ポ
ン
・
プ
ロ
ッ
ク

　
櫨
木
等
レ
ク
り
エ
ｉ
シ
ョ
ン
指
導
、

自
由
利
用
等
一

　
集
会
室
＾
テ
レ
ビ
、
ピ
ア
ノ
、
映

　
写
設
備
、
児
童
及
び
団
体
等
の
集

　
会
、
会
議
等
〕

…
…
遊
戯
室
、
集
会
室
一
体
で
百
人

　
前
後
の
集
会
等
に
使
用
で
き
ま
す

　
：
■
■
：
由

Ｏ
Ｙ
Ｌ
Ｏ
部
門

　
研
修
室
＾
研
修
、
小
会
議
、
役
員

　
全
等
別
人
－
刎
人
）

　
修
養
室
＾
畳
十
一
一
帖
及
び
十
五
帖

　
敷
、
茶
道
用
つ
く
ぱ
い
、
炉
、
水

　
屋
設
備
、
集
会
、
茶
華
道
、
作
法

等
一

■
調
理
実
習
室
＾
調
理
実
習
台
四
、

　
教
師
用
一
、
大
型
湯
沸
機
、
栄
養

　
改
善
、
料
理
教
室
等
）

　
○
ビ
ー
兼
資
料
展
示
コ
ー
ナ
ー

　
＾
テ
レ
ビ
、
　
回
ピ
ー
七
ツ
ト
、
郷

　
土
資
料
等
展
示
〕

○
共
用
部
分

　
階
段
室
、
廊
下
、
手
洗
＾
洋
式
各

　
一
一

塔
屋
　
　
三
〇
耐

　
屋
上
＾
シ
ー
ト
防
水
非
歩
行
用

　
　
　
　
ふ
だ
ん
は
使
え
ま
せ
ん
〕

全
館
冷
暖
房
付
、
殆
ど
換
気
装
置
付

一
、
二
階
共
湯
沸
室
、
廊
下
に
給
茶

機
、
冷
水
機
が
あ
リ
ま
す
。

屋
外
遊
ぴ
場
＾
二
階
児
童
館
と
は
ベ

　
ラ
ン
ダ
か
ら
屋
外
階
段
で
連
絡
〕

　
遊
具
＾
プ
ラ
ン
コ
、
滑
り
台
等
〕

　
芝
生
、
花
壇
、
自
転
車
置
場
等

庭
園
（
小
規
模
な
が
ら
老
人
福
祉
セ

　
ン
タ
ー
和
室
か
ら
富
士
山
を
背
景

　
に
眺
め
る
庭
）

前
庭
＾
ア
ス
７
了
ル
ト
舗
装
、
駐
車

　
ス
ペ
ー
ス
、
等
一
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振
興
課

　
本
年
度
の
公
共
土
木
・
農
業
土
木

も
順
調
に
進
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
工
事
中
は
次
の
通
口
で
あ
リ

ま
す
。

○
哩
久
倶
ｎ

　
　
延
長
１
２
３
耐
　
幅
員
４
ｍ

◎
池
の
則
用
水
路
部
分
改
佑

　
　
水
門
ー
ケ
所
　
他
２
ケ
所

＠
中
讐
校
前
邊
●
装
工
■

　
　
延
長
１
９
７
ｍ
　
幅
貝
４
ｍ

◎
１
尻
鴉

　
　
延
長
１
５
５
ｍ
　
幅
貝
５
ｍ

＠
■
作
鴛

　
　
延
長
１
２
５
ｍ
　
幅
員
４
血

河
婦
の
日

　
　
四
月
二
日
＾
第
一
目
聰
）

　
例
年
の
川
凌
い
は
、
四
月
の
第
一

日
曜
の
４
月
２
日
と
決
定
致
し
ま
し

た
。
私
た
ち
の
・
生
活
の
川
・
で
あ

る
川
を
汚
濁
か
ら
守
り
有
効
に
括
用

す
る
よ
う
習
慣
を
身
に
つ
け
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
当
目
は
、
全
世
帯
よ
り
出
動
願
い

ま
し
て
清
掃
に
奉
仕
し
て
下
さ
い
。

◎
入
田
用
水
路
改
佑

　
　
延
長
４
０
ｍ

　
各
工
事
に
つ
き
ま
し
て
、
皆
様
方

に
ご
め
い
わ
く
を
か
け
て
お
り
ま
す

が
、
何
卒
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
川
と
人
問
の
暮
Ｌ
は
、
古
代
文
明

の
発
達
を
み
る
ま
で
も
な
く
、
深
い

つ
な
が
り
が
あ
リ
ま
す
。

　
日
本
は
、
河
川
の
多
い
国
で
す
。

犬
小
さ
ま
ざ
ま
の
河
川
を
水
源
と
す

る
豊
富
な
か
ん
が
い
用
水
が
、
わ
が

国
の
水
稲
を
中
心
と
す
る
農
耕
文
化

を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　
飲
料
水
は
も
と
よ
り
、
工
業
用
水

と
Ｌ
て
も
、
水
の
需
要
は
年
々
ふ
え

河
川
の
重
要
性
は
高
ま
る
ぱ
か
ｏ
で

す
。　

河
川
の
流
域
住
民
は
、
日
常
の
暮

し
の
な
か
で
、
い
ろ
い
ろ
な
｝
川
の

恵
み
’
を
受
け
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
の
川
は
か
な
り
汚
れ
て
い
る
と

い
う
意
識
が
あ
り
ま
す
。
　
「
水
を
き

れ
い
に
」
　
「
自
然
を
保
謹
」
　
「
川
を

き
れ
い
に
」
－
－
－
川
に
寄
せ
る
切

実
な
声
が
、
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
◇
　
◇
　
◇
　
◇
　
◇
　
◇

　
川
は
生
さ
物
で
す
。
自
浄
作
用
と

は
、
川
が
汚
濁
と
い
う
病
気
か
ら
回

復
し
よ
う
と
す
る
努
力
と
い
え
る
で

し
よ
う
。

　
も
っ
と
も
、
こ
の
自
浄
作
用
は
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
自
然
の
生
態
系

の
中
で
は
ヒ
め
て
可
能
で
す
。
あ
ま

　
き
れ
い
な
川
を
次
代
に
引
き
継
ぐ

た
め
に
も
、
川
に
ゴ
ミ
や
汚
物
を
投

■
す
る
こ
と
は
や
め
た
い
も
の
で
す
。

、
。
・
＝
、
。
、
．
，
．
。
、
～
、
．
．
。
．
、
．
’
．
、
．
’
．
、
．
’
．
、
、
。
，
｝
、
．
．
。
，
．
．
’
．
．
、
。
．
、
、
。
，
．
、
｛
’
，
，
；
）
）
～
。
、
，
．
舌
．
茗
、
；
，
｝
：
｝
、
。
．
，
、
，
’
．
，
．
～
，
．
’
．
，
，
’
，
’
．
｝
．
、
．
，
。
．
。
．
。
」
．
．
．
手
、
．
，
．
。
、
．
；
．
．
．
、
“

ｗ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

・
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
入
れ
て
彗
星
舌
に
出
し
王

　
　
１
．
　
年
問
支
出
総
額
四
九
〇
万
円
也
　
　
　
下
さ
い
。
嚢
寝
、
ビ
〒
ル
袋
一

　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
入
れ
て
ｏ
，
末
■
日
で
す
由
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

一
う
◎
。
嘉
舳
簸
塞
義
酩
　
　
萎
庇
費
萎
活
碧
伴
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

一
よ
夏
姜
言
て
　
　
　
篶
砧
熊
訂
鴛
州
一

一
え
町
民
．
人
当
リ
、
使
。
て
い
洋
饗
冒
魏
簿
墾

一
考
昭
蟻
蟻
川
る
鱗
雛
讐
雛
輔
∴
篶
讐
ギ
ド
一

一
を
始
簑
峠
讐
祭
簑
一
一
純
雛
簑
膏
ご
一

・
理
讐
い
ガ
簑
鷺
崇
む
篶
舳
肘
詩
註
雛
讐
衰
二

一
処
蛙
篶
ポ
鴛
紅
鋒
鼻
舳
納
岬
雛
鮎
鐵
訂
訂
さ
一

・
　
　
　
　
　
悩
ん
だ
事
で
あ
リ
ま
　
ご
み
焼
却
運
営
に
伴
う
経
費
、
負
担
　
＠
雨
・
雪
・
風
の
強
い
日
に
出
す
場
…

一
ミ
、
す
。
各
自
で
、
燃
や
金
等
で
青
ま
す
。
　
　
合
暮
に
気
を
付
け
て
下
さ
一
。
一

一
ゴ
詐
一
“
、
一
・
一
馨
蔓
庭
萎
」
誉
一
一
茎
一
・
一
る
一

～
　
　
　
　
　
　
の
処
理
に
は
努
力
を
　
み
で
台
所
の
ご
み
と
か
紙
く
ず
木
く
　
い
町
づ
く
り
に
全
貝
が
努
力
し
て
楽
～

　
　
　
　
　
　
払
っ
て
き
ま
し
た
由
　
ず
等
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
紙
袋
　
Ｌ
い
生
活
を
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
、
＾

』一
■
一
’
一
■
一
’
’
３
■
一
’
一
一
、
■
一
■
一
１
’
．
一
，
一
・
’
，
■
一
’
－
■
’
一
．
一
■
一
’
．
一
，
３
一
■
吉
■
一
’
一
■
一
３
’
吉
一
＃
一
．
、
一
’
一
＝
一
３
，
一
■
一
１
’
一
…
’
一
■
１
’
■
一
，
’
一
．
一
一
１
’
；
一
ヰ
一
＝
，
’
，
■
一
、
’
■
一
■
’
■
■
’
■
一
■
．
’
一
■
一
３
’
３
、
．
“
一
■
一
’
３
一
■
．
’
．
－
一
１
’
，
■
一
．
’
一
、
一
’
」
一
■
一
１
‘
一
■
一
一
．
’
，
，
一
’
一
，
１
，
一
■
一
■
－
一
■
一
３
’
■
一
，
一
’
一
・
、
’
・
一
■
’
■
一
，
’
・
一
－
一
ヰ
■
■
’
・
一
■
１
一
■
．
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水
田
利
用
再
編
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
稲
作
転

　
御
承
知
の
通
リ
国
は
将
来
に
わ
た

り
農
業
生
産
の
振
興
を
図
ｏ
、
国
民

食
糧
の
安
定
的
供
給
を
確
保
す
る
た

め
国
内
で
生
産
可
能
な
庭
産
物
に
つ

い
て
は
極
力
こ
れ
を
国
内
で
ま
か
な

う
よ
う
総
合
的
な
食
糧
自
給
力
を
強

化
す
る
こ
と
を
基
本
に
総
合
食
糧
政

策
を
展
開
Ｌ
て
お
”
ま
す
。
最
近
の

農
産
物
の
需
給
の
推
移
を
見
る
と
米

に
っ
い
て
は
依
然
と
Ｌ
て
稲
作
志
向

換
）

が
極
め
て
強
い
一
方
消
費
拡
大
の
努

力
に
も
か
・
わ
ら
ず
需
要
の
減
退
が

続
い
て
い
る
た
め
、
そ
の
過
剰
基
調

は
一
層
強
ま
っ
て
お
り
、
他
方
増
産

の
必
要
な
農
産
物
の
国
内
生
産
は
依

然
と
し
て
伸
ぴ
悩
ん
で
お
リ
総
合
食

糧
政
策
は
我
が
国
風
土
資
源
に
適
し

た
国
内
自
給
型
食
生
活
へ
の
誘
導
を

図
る
と
共
に
、
自
給
力
向
上
の
主
力

と
な
る
作
物
を
中
心
と
Ｌ
た
擾
業
生

◎保　険　料
　　５３年４月から２７３０円になります ・

　　　（２５００円へ 、物価スライド分プラス）
　　　保険料納付は 、自分の将来 の年金給付に緒
　　ぴつくものです。必ず期限内に納付しましょ
　　う 。

◎年金支給額が上ります 。

　　拠出制（５３年７月から〕……・・１

　　　　　　　　　　　　 ・・物価スライド７ ．６％

　　福祉年金（５３年８月から）

◎口生隼金尊の黒聰（加入脱退〕はすぐ届出て下
　さい ｏ

　　　保険料 の重複納付、無資格期間のおそれが
　　あり・ ます ｏ

◎勘め人の奥さん 、任意加入へどうぞ 。

　　　だんな’さ．々．の年金からの保証だけでなく 、

　　自分自身の年釜へ加入しまし上う 。

・
一
Ｌ

産
再
編
成
を
図
る
た
め
で
あ
り
、
日

本
農
業
の
試
練
と
云
わ
れ
ま
す
。

　
稲
作
転
換
に
つ
い
て
は
昭
和
四
十

五
年
当
時
七
百
万
、
，
の
過
剰
米
対
策

と
し
て
集
施
Ｌ
、
八
年
間
続
け
て
来

た
も
の
で
す
が
．
本
隼
又
々
四
百
万

。
，
を
越
す
剰
米
と
な
っ
て
き
ま
し
た
自

国
に
於
い
て
は
今
後
十
年
間
を
目
標

と
し
て
、
第
一
期
を
昭
和
五
十
三
年

－
五
十
五
年
と
Ｌ
て
百
七
十
万
、
と

今
迄
の
二
倍
を
目
標
に
面
積
三
十
九

万
一
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
山
梨
県
の
目

標
二
千
五
百
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
西

桂
町
の
目
標
面
積
は
九
、
八
ヘ
ク
タ

ー
ル
水
田
総
面
積
の
十
三
、
五
％
に

当
リ
ま
す
。
国
の
政
策
で
あ
り
食
管

制
度
の
堅
持
、
農
業
土
木
の
整
備
等

の
上
か
ら
も
協
力
態
勢
を
取
り
協
議

会
を
組
織
し
、
部
落
説
明
会
を
開
き

協
力
を
お
願
い
し
て
参
り
ま
し
た
自

特
に
本
年
か
ら
は
管
理
転
作
が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
主
体
が
農
協

等
と
い
う
こ
と
で
町
で
は
農
協
が
な

い
の
で
町
が
転
作
出
来
な
い
農
家
よ

口
水
田
を
預
リ
、
Ｏ
耕
作
者
を
探
す

か
、
◎
共
同
利
用
施
設
用
地
と
す
る

　
耕
作
者
が
見
つ
か
る
迄
何
時
で
も

耕
作
出
来
る
状
態
に
管
理
す
る
＾
こ

の
場
合
は
二
年
間
の
み
〕
な
お
こ
の

場
合
の
管
理
費
一
機
械
代
一
は
差
引

か
れ
ま
す
。
又
地
域
ぐ
る
み
計
画
転

作
と
し
て
部
落
ぐ
る
み
で
水
田
利
用

再
編
計
画
を
作
ｏ
こ
れ
に
よ
っ
て
部

落
の
転
炸
目
標
が
達
成
さ
れ
た
場
合

は
計
画
加
算
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

水
田
利
用
再
編
対
策
奨
励
補
助
金
額

手
ど
も
の

　
　
　
む
し
歯
は

お
母
さ
ん
の

　
　
　
　
■
任

　
お
母
さ
ん
、
あ
な
た
の
お
子
さ
ん

の
口
の
中
に
ム
シ
歯
が
あ
り
ま
せ
ん

か
。
ム
シ
歯
は
放
っ
て
お
く
と
、
ど

ん
ど
ん
進
ん
で
自
然
に
治
る
こ
と
は

決
し
て
あ
リ
ま
せ
ん
。
ム
シ
歯
を
放

っ
て
お
く
と
色
々
な
悪
影
響
を
体
に

及
ぽ
し
ま
す
旦
例
え
ば
、
ム
シ
歯
が

痛
く
て
夜
寝
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
食

…
一
－
■
－
…
一
■
…
一
■
－
一
一
－
一
■
－
…
一
…
一
＝
…
一
＝
－
－
…
一
－
－
…
…
…
一
…
一
一
…
一
一
一
－

一
、
特
定
作
物
　
永
年
性
作
物

大
豆
、
麦
、
そ
ぱ
、
飼
料
作
物
、
果

樹
等
、
十
ア
ー
ル
当
り
全
国
収
量
平

均
五
万
五
千
円
、
計
画
転
作
加
算
額

二
、
一
般
作
物
　
管
理
転
作

野
莱
、
雑
穀
、
農
業
生
産
施
設
等

十
ア
ー
ル
当
ｎ
四
万
円
　
計
画
転
作

加
算
額
七
千
円
－
一
万
三
千
円

部
落
別
転
作
目
標
面
積
＾
含
既
転
作
）

倉
見
一
一
、
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
既
転
作
一

ヘ
ク
タ
ー
ル
＾
既
は
五
十
二
年
転
作
〕

柿
園
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
既
一

本
町
一
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
既
Ｏ
・
三

上
町
二
、
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
既
一
・
六

下
募
地
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
既
Ｏ
・
六

　
以
上
協
力
を
お
願
い
Ｌ
ま
す
。

申
し
込
み
は
四
月
十
日
迄
に
部
落
痕

事
組
合
又
は
直
接
役
場
へ
由

》喜

■
三“

６’１’

幽
凶

＼緬菌

を
お
こ
Ｌ
、

け
て
し
ま
い

顔
は
青
く
、
ほ
ほ
は
こ

ま
す
。
又
こ
ん
な
子
供

は
体
格
も
発
育
も
よ
く
な
く
脳
の
発

達
に
も
よ
く
あ
リ
ま
せ
ん
。
ム
シ
歯

は
非
常
に
こ
わ
い
も
の
な
の
で
す
。

　
で
は
ど
ん
な
寺
コ
に
し
て
ム
シ
歯

か
ら
子
供
を
守
っ
て
い
っ
た
ら
い
い

の
で
し
よ
う
。

■
　
定
期
的
に
歯
の
検
診
を
受
け
る

　
こ
と
。

■
　
家
庭
で
の
、
お
□
の
健
康
管
理

　
を
忘
れ
ず
に
。

■
　
つ
わ
に
ム
シ
歯
の
予
防
に
心
が

　
け
ま
し
ょ
う
。

●
　
パ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
考

　
え
ま
Ｌ
上
う
。

■
　
特
に
お
や
つ
に
注
意
し
ま
し
ょ

　
う
。

■
　
早
期
治
療
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
な
ん
と
い
っ
て
も
子
供
の
ム
シ
歯

は
お
母
さ
ん
の
貢
任
で
す
。
家
族
そ

ろ
っ
て
お
子
さ
ん
の
ム
シ
歯
予
防
に

努
力
い
た
Ｌ
ま
Ｌ
』
う
品

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆



５３ ・３月号桂靱広〕５ｊ

西
一
崔
呵
文
化
協
会
が
発
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
部
貝
を
寡
り
ま
す
“

　
社
会
教
育
委
員
会
、
文
化
関
係
諸

団
体
の
ご
協
力
と
、
数
度
の
会
合
を

重
ね
て
、
去
る
二
月
二
十
四
日
に
、

西
桂
町
文
化
協
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
西
桂
町
の
文
化
活
動
を
振
興
し
、

育
成
す
る
た
め
の
犬
き
な
動
輪
と
な

る
こ
と
を
信
ヒ
て
疑
い
ま
せ
ん
。

　
し
ぱ
ら
く
の
問
は
、
ヨ
チ
ヨ
チ
歩

き
で
し
ょ
う
が
、
町
民
の
皆
様
の
ご

支
援
を
得
て
、
町
の
文
化
の
中
心
的

団
体
に
な
リ
得
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
Ｌ
上
げ
ま
す
。

　
西
桂
町
女
化
搦
会
会
則
＾
抜
す
い
）

＾
名
称
及
ぴ
事
務
局
）

第
一
条
■
本
会
の
名
称
は
西
桂
町
文

化
協
会
と
い
い
、
事
務
局
を
西
桂
町

教
育
委
貝
会
事
務
局
内
に
お
く
。

＾
構
成
一

第
二
条
　
本
会
は
西
桂
町
内
に
居
住

し
，
ま
た
は
勤
務
す
る
者
を
も
っ
て

構
成
す
る
。

百
的
一

第
三
条
　
本
会
は
情
緒
豊
か
な
人
間

像
の
探
求
と
、
文
化
団
体
相
互
の
連

絡
協
調
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町

民
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

＾
事
き

第
四
条
　
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

Ｈ
文
化
活
動
の
啓
蒙
と
奨
励

○
文
化
察
及
ぴ
各
種
展
覧
全
の
開
催

目
講
演
全
、
請
習
会
、
懇
談
会
の
開

　
催

胆
軸
部
活
動
の
育
成

固
そ
の
他
本
会
の
目
的
達
成
に
必
要

　
な
事
項

＾
役
貝
）
　
（
別
掲
〕

（
会
議
一

第
九
条
　
本
全
の
会
議
は
総
会
理
事

会
部
全
と
す
る
目

Ｈ
総
会
は
年
一
回
と
し
、
第
四
条
の

行
事
と
併
せ
て
開
催
す
る
。

○
理
事
会
は
必
要
に
応
じ
て
会
長
が

招
集
Ｌ
、
重
要
事
項
を
審
議
決
定
す

る
，目

部
会
は
各
部
の
部
長
が
必
要
と
認

め
た
と
き
開
催
し
、
部
全
の
審
議
内

容
の
概
要
を
会
長
に
報
告
す
る
。

一
経
費
一

第
十
条
　
本
会
の
経
費
は
会
費
補
助

金
、
寄
附
金
そ
の
他
を
も
っ
て
こ
れ

に
充
て
る
。

二
、
会
費
は
都
貝
一
人
に
つ
き
年
額

百
円
と
し
、
各
部
長
は
こ
れ
を
と
り

ま
と
め
、
毎
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

に
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。

一
部
の
設
置
）

第
十
二
条
　
本
会
に
次
の
部
を
置
く

　
華
道
　
茶
道
　
書
遣
　
詩
吟
　
謡

　
曲
舞
踊
俳
句
囲
碁
合
唱

　
郷
土
研
究

一
一
、
部
の
設
置
廃
止
に
っ
い
て
は
、

毎
年
度
当
初
の
理
事
会
に
お
い
て
決

定
す
る
。
但
し
、
年
度
中
途
に
お
い

て
新
設
廃
止
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き

に
は
、
次
の
理
事
会
に
お
い
て
こ
れ

を
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
各
部
ご
と
に
部
長
一
名
副
部
長

若
干
名
を
選
出
し
、
理
事
会
に
報
告

す
る
も
の
と
す
る
。

　
以
上
が
そ
の
規
約
で
す
が
、
部
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
現
在
活
動
し
て

い
る
グ
ル
ー
ブ
を
敢
リ
上
げ
ま
Ｌ
た

が
、
こ
の
ほ
か
に
も
ご
希
望
が
あ
リ

ま
Ｌ
た
ら
、
お
申
出
下
さ
い
、
犬
い

に
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
個
人

的
に
あ
る
部
へ
入
会
し
た
い
場
合
は
、

各
部
の
役
貝
さ
ん
へ
ご
相
談
の
上
、

入
会
し
て
下
さ
い
日

　
役
員
は
、
次
の
通
ｏ
で
す
、

会
長
　
　
小
山
清
二
＾
町
長
）

副
会
長
　
前
田
税
太
郎
　
武
藤
蜻
美

理
事
　
華
道
部
長
　
長
野
茂
太
郎

　
　
　
　
副
部
長
加
藤
久
子

理
事

理
事

埋
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

茶
道
部
長

　
副
部
長

書
道
部
長

　
副
部
長

詩
吟
部
長

　
副
部
長

謡
曲
部
長

　
副
部
長

　
　
”

舞
踊
部
長

　
副
部
長

俳
句
部
長

　
副
部
長

囲
碁
部
長

　
副
部
長

合
唱
部
長

　
副
部
長

上
小
沢
律
子

牛
田
す
み
恵

小
山
利
子

渡
辺
一
夫

新
田
裕
一

渡
辺
誠
司

川
村
幸
雄

小
林
裕
享

白
井
晴
一

一
一
一
枝
政
利

板
田
忠
男

新
田
ふ
さ
江

渡
辺
光
子

渡
辺
と
き
江

前
田
己
智
男

郷
田
静
子

定
月
恒
子

前
田
政
治

武
藤
隆
之

菅
谷
春
造

渡
辺
英
明

渡
辺
五
十
鈴

渡
辺
順
子

理
事
　
郷
土
研
究
部
長

Ｙ
Ｌ
０
会
館
竣
工
配
念

酉
桂
町
民
小
文
化
祭
奏
施

　
近
く
竣
工
す
る
予
定
の
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会

館
建
設
を
記
念
し
て
、
文
化
協
会
は
、

発
足
第
一
回
の
事
業
と
し
て
、
町
と

町
教
育
委
員
会
の
応
援
を
得
て
、
町

民
小
文
化
察
を
開
催
し
ま
す
。

　
期
日
は
四
月
未
日
の
予
定
で
、
協

会
の
各
部
に
よ
る
、
発
表
・
展
示
・

実
演
な
ど
、
盛
り
沢
山
な
賑
や
か
な

お
察
り
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、

華
道
部
、
書
道
部
、
郷
土
研
究
部
の

発
表
展
示
由
茶
道
の
実
演
。
詩
吟
、

謡
曲
、
舞
踊
、
合
唱
部
の
発
表
会
。

　
俳
句
部
の
運
座
。
囲
碁
部
に
よ
る

囲
碁
大
会
、
初
心
者
の
た
め
の
囲
碁

教
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
鋭
意
各
部
で
企
画
中
で
す
．

町
民
全
部
が
、
ゆ
っ
た
り
と
、
文
化

を
楽
し
め
る
会
が
、
新
装
な
っ
た
文

化
の
セ
ン
タ
ー
、
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
で
開

催
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
故
め
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

御
支
援
の
ほ
ど
お
わ
が
い
い
た
し
ま

す
。

　
　
’

　
－

９



５３ ・３月号１６１桂靱広

１１夕Ｉ…補１，， カ“オａらう責金；口問

芦
，
黄
金
週
問
と
天
国
週
問
は
紙
ひ
と

亘
。
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ほ

ど
交
通
享
散
に
よ
る
死
亡
者
が
四
月

二
十
九
日
か
ら
五
月
五
目
に
か
け
て

の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
集
中
す

る
の
で
す
。
楽
Ｌ
い
は
ず
の
せ
っ
か

く
の
家
族
ド
ラ
イ
プ
が
・
天
国
へ
の

旅
立
ち
。
に
終
わ
っ
た
ら
－
ー
モ
う

で
す
、
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
方
は
く
れ

ぐ
れ
も
こ
用
心
を
。

県
民
の
カ
で
な
く
せ

死
亡
事
故
〃
一

　
　
　
　
　
　
　
１
１
春
の
交
通
安
全
運
動
実
施
Ｈ

　
こ
の
運
動
は
、
交
通
安
全
思
想
の

周
知
徹
底
を
図
り
、
県
民
総
ぐ
る
み

の
実
践
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
交
通
事
故
を
防
止
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。
　
　
　
ど

奏
応
珊
”
】

誰
帥
昌
か
ら
、
月
乃
日
騨

し
よ
・
つ

　○飲掴■嘔描減竈』
　　畝掴■嘔！
畝む人も畝ませ看人も １キせは」

安
全
ｏ

転
学
校

都
留
分
校
の
開
校

【
■
ｏ
の
□
点
】

一
、
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
と
く

　
に
子
供
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止

　
飛
び
出
し
や
車
の
直
前
・
直
後
の

　
横
断
な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
防
止

二
、
夜
間
に
お
け
る
交
通
事
故
の
防

　
止
、
特
に
飲
酒
運
転
の
絶
滅
、
夜

　
間
に
多
い
無
謀
運
転
、
特
に
飲
酒

　
運
転
に
よ
る
事
故
を
防
止
す
る
。

一
一
一
、
ゆ
っ
く
り
運
転
の
励
行
、
特
に

　
交
差
点
及
ぴ
そ
の
附
近
に
お
け
る

　
交
通
事
故
防
止

四
、
シ
ー
ト
ペ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　
の
着
用

　
運
転
者
、
同
乗
者
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、
必
ず
シ
ー
ト
ペ
ル
ト
・

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
よ
う
、

　
外
出
す
る
と
き
な
ど
は
「
車
に
気

お
っ
け
て
ね
一
「
安
全
運
転
し
て
ね

」
と
『
竈
の
一
戸
」
を
呼
ぴ
か
け
ま

ム

更 １
±
＾

■
±
１

■

新 ｝

山厨及 梨
ぴ

±
■
１

只
講

■
臼

１安ｏ習
を

■
■
■ …金竈
由
一
＾

昌、…■帝
受 吐喘部 ’１；

け 口 １阻掌臼省
る

’
卦

易校■
方

抽
’走郡西

備門聰
■

畠一一ｒ
昌一 分リ
彗校

　
皆
様
待
望
の
安
全
運
転
学
校
都
留

分
校
が
こ
の
た
ぴ
完
成
し
、
運
転
免

許
証
の
更
新
お
よ
ぴ
講
習
は
次
の
よ

う
に
行
う
こ
と
に
な
リ
ま
し
た
。

”
校
　
昭
和
蝸
年
４
月
－
日
か
ら

４
所
　
　
部
門
布
下
谷

日
曜
日
の
発
生
が
目
立
っ
て
い

ま
す
。

　
行
動
半
径
の
せ
ま
い
子
供
の

事
故
は
、
自
宅
近
く
が
最
も
多

く
、
特
に
半
径
五
十
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
以
内
が
”
危
険

　
　
　
　
　
地
帯
。
で
す
。

　
　
　
　
　
低
年
層
に
な
れ

　
　
　
　
　
ぱ
な
る
ほ
ど
、

自
宅
附
近
で
の
事
故
が
多
い
こ

と
を
、
お
母
さ
ん
方
は
覚
え
て

お
い
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

す
。

　
郡
内
に
居
住
す
る
運
転
者
全
員

Ｈ
講
習
日

　
毎
週
月
曜
か
ら
土
曜
＾
午
前
中
）

　
．
の
毎
日

○
申
請
受
付
及
ぴ
講
習
日
時

　
午
前
の
部

受
付
　
午
前
八
時
三
〇
分
よ
り

　
　
　
午
前
九
時
三
〇
分
ま
で

講
習
　
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

　
午
後
の
部

畳
付
　
牛
後
一
時
か
ら

　
　
牛
後
一
一
時
ま
で

議
習
　
午
後
二
時
一
一
一
〇
分
か
ら

　
　
　
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で

Ｈ
携
行
品

　
ア
、
免
許
証

　
イ
、
写
真
一
枚
＾
県
外
か
ら
の
転

　
　
　
入
者
は
一
一
枚
〕

　
ウ
、
更
新
手
数
料
一
一
一
一
〇
〇
円

　
工
、
申
請
タ
イ
プ
代
（
希
望
さ
れ

　
　
　
る
方
一

　
オ
、
本
籍
又
は
氏
名
の
変
っ
た
方

　
　
　
方
は
住
民
票
一
通
・
写
真
二

　
　
　
枚

○
新
し
い
免
許
証
は
、
指
定
日
に
住

　
居
地
の
讐
察
署
で
交
付
し
ま
す
。

目
申
請
手
続
は
、
こ
み
合
い
ま
す
の

　
で
■
お
早
目
に
お
出
か
け
下
さ
い
。



５３ ・３月号桂西靱広〕７｛

青
少
年
の全

な
白

青
少
年
保
護
育
成
条
例
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
次
代
を
に
な
う
青
少
年
が
、
心
身

と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、

県
民
す
ぺ
て
の
願
い
で
す
。

　
青
少
年
を
健
全
に
育
成
す
る
た
め

に
、
青
少
年
が
悪
い
影
響
を
受
け
る

こ
と
を
防
止
し
、
社
会
の
悪
風
に
そ

ま
ら
な
い
よ
う
、
県
民
一
人
一
人
が

力
を
合
せ
、
青
少
年
を
よ
く
な
い
社

会
環
境
か
ら
守
る
こ
と
を
わ
ら
い
と

し
て
い
ま
す
。

　
条
例
の
あ
ら
ま
し
　
＾
抜
す
い
）

◎
青
少
年
と
は

　
こ
の
条
例
の
対
象
と
な
る
青
少
年

と
は
、
満
旭
才
に
満
た
な
い
も
の
を

い
い
ま
す
、

◎
　
有
害
な
図
ｏ
類
の
指
定
と
、
販

　
売
又
は
貸
し
付
け
の
禁
止
＾
５
条
）

　
　
　
　
　
　
　
　
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
謄

　
青
少
年
に
よ
く
な
い
書
籍
、
雑
誌

絵
画
、
写
真
、
映
画
７
イ
ル
ム
、
録

音
テ
ー
プ
、
録
音
盤
等
は
条
例
に
よ

り
有
書
な
も
の
と
Ｌ
て
指
定
し
ま
す
。

　
指
定
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
も
の
は
青

少
年
に
売
っ
た
り
、
貸
し
た
り
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
に

違
反
す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

◎
　
自
醐
販
売
機
に
よ
る
有
害
図
■

　
類
の
販
売
の
制
限
　
＾
５
条
の
２

　
自
動
販
売
機
が
屋
内
に
設
置
さ
れ

管
理
措
置
が
講
ヒ
ら
れ
て
い
る
場
合

の
ほ
か
は
、
指
定
さ
れ
た
図
書
類
を

自
動
販
売
機
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
指
定
さ
れ
た
図
書
類
を
自
動
販
売

機
で
売
っ
て
い
る
と
き
は
、
知
事
か

ら
撒
去
や
必
要
有
措
置
を
命
ぜ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
叩
ま
す
。

◎
　
有
害
刃
物
類
及
ぴ
有
害
が
ん
具

　
類
の
所
持
制
限
等
　
　
　
（
個
条
〕

　
青
少
隼
に
よ
く
な
い
刃
物
類
や
が

ん
具
類
は
条
例
に
よ
り
宥
害
な
も
の

と
し
て
指
定
し
ま
す
由

　
指
定
さ
れ
た
も
の
は
青
少
年
に
売

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
　
い
ん
行
わ
い
せ
つ
行
為
の
禁
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旧
条
一

　
何
人
も
、
青
少
年
に
み
だ
ら
な
性

行
為
や
、
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
て

は
な
ｏ
ま
せ
ん
。

　
何
人
も
、
青
少
年
に
み
だ
ら
な
性

行
為
や
、
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
教
え

た
リ
、
見
せ
て
は
な
リ
ま
せ
ん
。

非
行
の
芽
は
、

　
　
早
め
に
つ
む

　
少
年
の
非
行
を
防
ぐ
た
め
、
周
囲

の
人
が
心
得
て
お
き
た
い
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
し
ユ
う
。
特

に
、
望
ま
Ｌ
い
親
の
態
度
に
つ
い
て

述
ぺ
て
み
ま
す
。

「
非
行
の
芽
」
を
早
い
う
ち
に
つ
ん

で
お
く
に
は
、
特
に
、
反
抗
期
の
し

つ
け
が
大
切
で
す
。
反
抗
期
は
、
単

な
る
わ
が
ま
ま
で
は
な
く
独
立
心
の

芽
生
え
で
も
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、

広
い
心
で
受
け
と
め
る
と
と
も
に
、

が
ま
ん
す
る
強
い
心
を
育
て
た
い
も

の
で
す
。

　
第
二
反
抗
期
＾
中
学
生
期
〕
を
例

に
考
え
る
と
、
感
情
的
に
不
安
定
で

独
立
心
と
依
存
心
が
同
居
Ｌ
、
イ
ラ

イ
ラ
し
た
り
カ
ッ
と
な
る
時
期
で
す
。

　
周
囲
は
次
の
よ
う
な
点
に
気
を
配

っ
て
下
さ
い
。

■
は
れ
も
の
に
触
る
よ
う
な
扱
い
は

避
け
て
、
自
由
に
自
然
に
つ
き
あ
う
。

■
子
供
扱
い
は
や
め
、
自
分
で
貴
任

を
も
っ
て
や
り
と
げ
る
、
が
ま
ん
強

さ
を
身
に
つ
け
ざ
せ
る
。

■
「
あ
れ
は
い
け
な
い
」
　
「
こ
れ
も

ダ
メ
」
と
い
う
前
に
、
子
供
の
気
持

ち
を
理
解
し
、
自
分
で
考
え
さ
せ
て

判
断
力
や
自
制
心
を
つ
け
さ
せ
る
。

■
反
抗
は
す
る
も
の
の
、
子
僕
は
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
を
求
め
て
い
ま
す
か

ら
、
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
の
っ
て

や
る
。

　
　
　
以
上
は
一
般
的
な
反
抗
期
の

扱
い
方
で
す
が
、
子
供
に
対
す
る
接

し
方
は
、
子
供
の
性
格
や
能
力
に
マ

ッ
チ
し
て
こ
そ
効
果
が
あ
る
も
の
で

す
。
両
親
は
、
子
供
の
特
性
を
見
抜

い
て
、
子
供
の
気
持
を
上
手
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
つ
き
あ
う
こ
と

が
犬
切
で
す
。

図
●「

三
ツ
峠
の

　
　
自
然
界
」
斡
旋

　
昨
年
暮
、
都
留
文
科
大
学
の
篠
原

博
先
生
が
、
三
ツ
峠
の
自
然
界
と
い

う
本
を
二
十
年
ぷ
り
に
訂
正
増
補
し

て
再
刊
さ
れ
ま
し
た
。
三
ツ
峠
を
朝

夕
仰
い
で
い
る
地
一
兀
住
民
と
し
て
喜

ぱ
し
い
次
第
で
す
。
内
容
は
三
ツ
峠

の
生
い
た
ち
地
史
、
一
一
一
ツ
峠
の
動
物
、

一
一
一
ツ
峠
の
植
物
、
一
一
一
ツ
峠
の
歴
史
と

伝
説
等
、
百
六
十
頁
に
及
ぴ
ま
す
。

限
定
版
で
す
の
で
御
希
望
・
の
方
は
役

場
振
興
課
へ
申
込
ん
で
下
さ
い
。
代

金
は
一
冊
九
〇
〇
円
で
す
。

』
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
＝
…
一
一
一
一
一
一
…
一
一
…
一
…
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
…
一
…
…
一
一
＝
一
一
一
一
一
…
一
一
＝
…
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
…
一
一
一
一
一
…
一
一
一
一
一
一
一
＝
一
一
一
＝
一
一
一
一
＝
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
…
一
一
一
一
一
一
一
一
’

よっとひとやすみ

チユカレタのよ…・・…・
。

「ママ見てよ 、千 ヨウヅデシ ヨウニ

せてくれました 。

　危なっ かしい 足どｏでとても可

一
一
一
…
一
一
一
一
＝
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
＝
…
一
一
一
…
一
一
一
一
一
一
＝
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
＝
…
一
＝
＝
一
一
一
一
一
一
一
一
一
＝
…
一
…
…
一
一
一
一
一
一
一
＝
…
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
…
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
、



）呂｛５３ ・３月号靱広

〃

讐
　
意

た
だ
き
ま
し
た
。

Ｈ
県
共
募

Ｈ
都
留
仏
教
会

六〇

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

Ｈ
西
桂
小
学
校

　
　
　
　
生
徒
会
　
七
、
四
〇
〇
円

Ｈ
明
る
い
社
全
づ
く
ｏ

　
郡
内
推
進
協
議
会
吉
田
支
会

　
　
　
　
　
　
　
三
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

Ｈ
慰
問
援
謹
物
資
　
　
　
　
一
二
個

Ｈ
西
桂
町
勧
農
会
　
　
白
米
一
〇
地

　
以
上
の
募
金
や
慰
問
援
護
物
資
等

は
生
活
困
窮
者
や
、
わ
た
き
り
．
一

人
暮
し
老
人
、
重
度
心
身
障
害
者
等

に
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈
さ
せ
て
頂
い
た
事

を
報
告
す
る
と
共
に
、
衷
心
よ
叩
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
目

　
　
共
同
募
金
会

　
　
　
西
桂
分
会
長
　
小
山
清
二

通
侶
制
課
程
の
案
内

◎
１
佃
側
”
程
と
ほ

　
学
習
の
し
か
た
は
全
日
制
、
定
時

制
と
は
ち
が
う
が
、
学
習
の
内
容
や

卒
業
の
資
格
は
ま
「
た
く
同
じ
で
す
目

　
ま
た
、
卒
業
を
目
的
に
入
学
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
特
定
の

科
目
だ
け
を
勉
強
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
回

◎
ｉ
旧
側
蠣
程
の
特
色

一
、
学
校
と
の
報
告
課
題
の
や
り
と

り
を
通
し
て
学
習
を
進
め
る
の
で
、

毎
日
通
学
を
す
る
必
要
が
あ
リ
ま
せ

ん
。二

、
年
令
制
限
が
あ
リ
ま
せ
ん
の
で

だ
れ
で
も
入
学
で
き
ま
す
。

三
、
勉
強
Ｌ
た
い
教
科
だ
け
で
も
入

学
で
き
ま
す
由

◎
竈
仙
ｍ
８
椙
の
特
臭

一
、
報
告
課
題
な
ど
の
き
め
ら
れ
た

郵
便
物
は
、
百
グ
ラ
ム
ご
と
に
八
円

好
評
だ
つ
た

　
　
ス
キ
ー
教
室

　
去
る
二
月
五
日
（
日
〕
に
長
野
県

の
草
山
高
原
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
、

当
町
初
の
ス
キ
ー
教
室
を
開
催
い
た

し
ま
Ｌ
た
、

　
参
加
者
は
、
町
の
佳
民
と
町
内
の

事
業
所
に
勤
務
す
る
人
々
で
四
十
五

名
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
ま
Ｌ
た
。

　
現
地
で
は
、
午
前
中
、
教
育
事
務

所
の
先
生
方
の
指
導
に
よ
ｏ
、
初
心

者
と
中
級
者
以
上
に
分
か
れ
て
、
基

礎
技
術
を
教
わ
り
、
牛
後
は
自
分
達

で
午
前
中
教
わ
っ
た
こ
と
を
基
に
、

自
由
に
滑
「
て
い
ま
」
た
。

　
初
め
て
ス
キ
ー
を
は
い
た
方
も
、

帰
る
頃
ほ
か
な
り
ヒ
よ
う
ず
に
な
リ

「
も
う
一
日
ぐ
ら
い
滑
り
た
い
な
」

と
、
ス
キ
ー
の
楽
し
さ
を
知
「
た
よ

う
で
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
ス
キ
ー
教
室
を
こ

れ
か
ら
も
続
け
、
日
帰
リ
で
は
な
く

一
泊
二
日
亡
ら
い
で
行
な
え
る
よ
、
つ

に
し
た
い
…
と
の
こ
と
で
す
岨

ＮＨＫトピックス

●ＮＨＫテレピのＶＨＦヂキ

　ンネルが止まりました 。

　３月１目から富士吉田テレ

ビ中継局のＶＨ　Ｆチャンネル

が止まリＵ 　Ｈ 　Ｆチ ャンネルで

放送されています
。

　これからはチ ャンネルをＵ

にして 、ｕＨＦダィヤルによ

る選局で見てください 自

■新しいチャンネル

　ＮＨＫ総合　　　　３１ｏｈ

　ＮＨＫ教育　　　　２９曲

　テレピ山梨（ＵＴＹ〕３３ｏｈ

　山梨放送（Ｙ　Ｂ　Ｓ〕　１１出

で
す
。

二
、
卒
業
を
目
的
と
す
る
入
学
生
に

は
全
貝
、
二
年
次
か
ら
は
一
定
の
単

位
修
得
著
に
は
、
教
科
書
、
学
習
書

が
無
償
で
給
付
さ
れ
ま
す
。

三
、
山
梨
県
通
信
制
課
程
修
学
奨
励

金
が
審
査
の
う
え
貸
与
さ
れ
、
卒
業

す
れ
ば
返
還
免
除
と
な
り
ま
す
。

四
、
日
本
育
英
会
、
山
梨
県
奨
学
金

等
が
審
査
の
う
え
貸
与
さ
れ
、
阿
部

奨
学
金
は
、
審
査
の
う
え
給
付
さ
れ

ま
す
。

五
、
国
鉄
、
富
士
急
行
電
車
の
五
割

引
回
数
券
が
、
面
接
指
導
に
出
席
す

る
と
き
利
用
で
き
ま
す
。

★
－
＾

一
、
募
葉
人
貝
は
普
通
課
　
百
名

二
、
募
集
期
間
は
、
三
月
一
目
か
ら

四
月
三
十
目
ま
で

三
、
出
願
書
類
は
、
入
学
願
書
、
卒

業
見
込
証
明
書
又
は
卒
業
証
明
書
＾

出
身
中
学
校
交
付
）

四
、
成
績
証
明
書
一
出
身
中
学
校
交

付
一

五
、
出
願
方
法
は
出
願
書
類
を
本
人

が
学
校
ま
で
持
参
す
る
。

六
、
経
費
は
、
一
年
間
の
学
校
納
入

金
そ
の
他
、
約
六
千
五
百
円

七
、
日
曜
託
児
、
子
ど
も
を
持
つ
母

親
の
た
め
に
、
ス
ク
一
リ
ン
グ
の
際

は
、
保
母
さ
ん
が
子
ど
も
を
あ
ず
か

っ
て
い
ま
す
。

八
、
問
い
合
せ

　
県
立
中
央
高
等
学
校
通
信
制

　
甲
府
市
飯
田
五
丁
目
６
１
鴉

　
電
話
・
甲
府
ゆ
４
４
１
２

昭和５３年３月ｉ日現在

人口と世帯数
人　口　　４０１３

　男　　１９６４
　女　　２０４９

世帯数　　９０６

蜘
人
人

西


